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は
じ
め
に

令
和
７
年
度
全
国
保
健
所
長
会
研
修

会
は
、
令
和
８
年
１
月
30
日（
金
）に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
テ
ーマ
は「
地
方
自
治
の
観

点
か
ら
、
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス
ア
ウ
ト
ブ
レ

イ
ク
を
振
り
返
る
」で
、
東
京
都
で
現
地

開
催
の
み
で
行
わ
れ
、
全
国
か
ら
１
５
３

名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鈴
木
陽
研
修
担
当
常
務
理
事
の
進
行

に
よ
り
、
藤
田
利
枝
会
長
な
ら
び
に
厚
生

労
働
省
健
康
・
生
活
衛
生
局
の
丹
藤
昌

治
健
康
課
長
か
ら
、
開
会
の
ご
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
研
修
会
の
資
料
は

全
国
保
健
所
長
会
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い（
一
部

資
料
を
除
く
）。

社
会
医
学
系
専
門
医
制
度

共
通
講
習

本
研
修
会
に
先
立
ち
、
社
会
医
学
系

専
門
医
制
度
共
通
講
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「
医
療
安
全
」は
厚
生
労
働
省
医
政
局

地
域
医
療
計
画
課
医
療
安
全
推
進
・
医

務
指
導
室
の
加
藤
拓
馬
室
長
に「
日
本
に

お
け
る
医
療
安
全
施
策
の
動
向
」を
、「
感

染
対
策
」は
厚
生
労
働
省
健
康
・
生
活
衛

生
局
感
染
症
対
策
部
の
亀
谷
航
平
感
染

症
対
策
課
課
長
補
佐
に「
入
国
前
結
核
ス

ク
リ
ー
ニン
グ
の
導
入
に
つい
て
」を
、
そ
れ

ぞ
れ
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
会

福
永
一
郎
理
事
、
谷
掛
千
里
理
事
、
増

田
和
貴
理
事
の
３
名
の
座
長
の
進
行
に
よ

り
、
基
調
講
演
と
２
例
の
事
例
紹
介
が
あ

り
、最
後
に
総
合
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
基
調
講
演「
自
治
体
危
機
管
理
の
課
題

―
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
検
証
作
業
か
ら
」

礒
崎
初
仁
先
生（
中
央
大
学
法
学
部

る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

保
健
所
の
課
題
に
つい
て
、
感
染
が
ピ
ー

ク
に
達
し
た
時
は
少
数
の
専
門
職
に
多
く

の
業
務
が
集
中
し
、
特
に
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策

と
入
院
療
養
調
整
が
困
難
だっ
た
こ
と
を

指
摘
し
ま
し
た
。
検
証
研
究
会
は
積
極

的
疫
学
調
査
に
つい
て
、
全
数
実
施
を
か

な
り
長
期
間
行
う
な
ど
リ
ソ
ー
ス
配
分
に

組
織
的
問
題
が
あ
り
、
市
中
感
染
移
行

後
は
重
点
化
が
必
要
だっ
た
と
指
摘
し
ま

し
た
。
ま
た
、
都
道
府
県
と
保
健
所
設
置

市
、
本
庁
と
保
健
所
の
組
織
間
の
関
係
に

つい
て
は
、
予
備
の
シ
ス
テ
ム
を
多
重
的
に

準
備
す
る
こ
と
で
シ
ス
テ
ム
の
停
止
を
防
ぐ

「
冗
長
性
」が
鍵
に
な
る
と
述
べ
ま
し
た
。

自
治
体
の
組
織
体
制
と
デ
ジ
タ
ル
対
応

に
つい
て
、
職
員
の
定
数
が
削
減
さ
れ
る
中

で
の
コロ
ナ
対
応
で
は
、
応
援
職
員
の
配
置

や
意
思
決
定
を
迅
速
に
行
う
た
め
の
直
轄

組
織
を
設
け
る
な
ど
し
て
対
応
し
ま
し
た

が
、
執
務
スペ
ー
ス
や
資
機
材
の
不
足
、
職

員
の
時
間
外
勤
務
の
拡
大
等
の
課
題
が

あった
と
分
析
し
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ジ
タ

ル
対
応
に
つい
て
も
Ｈ
Ｅ
Ｒ
―
Ｓ
Ｙ
Ｓ
の
導
入

に
よ
る
混
乱
の
事
例
を
挙
げ
、
今
後
危
機

対
応
に
強
い
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
実
現
さ
せ
る

た
め
現
場
に
根
差
し
た
Ｄ
Ｘ
と
強
固
な
連

携
体
制
が
不
可
欠
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

今
後
への
提
言
と
し
て
、
平
常
時
の
シ
ス

当
時
勤
務
し
て
い
た
茨
木
保
健
所
は
通

常
95
名
体
制
で
し
た
が
、
他
部
局
や
市
町

保
健
師
な
ど
の
応
援
が
加
わ
り
最
大

１
４
０
名
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
業
務
量

が
増
加
す
る
中
で
所
長
と
し
て
重
視
し
た

の
は
、
外
部
応
援
で
き
る
業
務
と
職
員
に

し
か
で
き
な
い
業
務
の
見
極
め
、
そ
し
て

班
同
士
の
不
公
平
感
解
消
の
た
め
、
各
班

の
努
力
を
他
班
に
共
有
す
る
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
は
災
害
時
に
も
同
様
に
重
要
に
な
る

と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
都
市
部
で
は
多

く
の
医
療
機
関
が
あ
る
が
、
オ
ー
ル
医
療

体
制
の
構
築
に
はハー
ド
ル
が
あ
り
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
生
か
せ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
や
、
高
齢
者
施
設
の
感
染
症
対
応

力
向
上
の
た
め
、
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
リ
ン
ク
施

設
を
シ
ス
テ
ム
で
結
ぶ
取
り
組
み
を
開
始

し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

●
事
例
紹
介
②「
健
康
危
機
対
処
計
画

（
感
染
症
編
）モ
デ
ル
事
業
の
報
告　
～

山
形
県
感
染
症
対
策
や
関
係
機
関
と
の

連
携
、
平
時
の
結
核
対
策
～
」

森
福
治
先
生（
山
形
県
庄
内
保
健
所

所
長
）は
、
山
形
県
村
山
保
健
所
で
の
健

康
危
機
対
処
計
画（
感
染
症
編
）モ
デ
ル
事

業
の
取
り
組
み
や
、
山
形
県
の
感
染
症
対

策
につい
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

モ
デ
ル
事
業
は
令
和
５
年
度
に
約
１
年

か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
事
業
参
加
数
か

月
前
に
保
健
所
が
独
自
に
作
成
し
た「
新

型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
報
告
書
」

の
内
容
を
活
用
で
き
、
記
録
を
残
す
こ
と

の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
書

で
は
山
形
県
内
の
社
会
の
動
き
や
、
相
談

対
応
業
務
等
約
20
項
目
の
保
健
所
業
務

が
定
量
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
職
員
の
体
験
談
の
生
の
声
も
別
冊
と

し
て
残
し
ま
し
た
。

村
山
保
健
所
の
コロ
ナ
対
応
の
特
徴
と

し
て
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
体
制
が
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。
藤
井
俊
司
前
所
長
の
同
門
の
呼

吸
器
内
科
医
師
た
ち
が
相
談
役
と
な
り
、

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
施
設
の
施
設
医
を
医
師

会
と
連
携
し
て
支
援
す
る
仕
組
み
を
構

築
し
、こ
れ
が
地
域
医
療
を
支
え
ま
し
た
。

山
形
県
は
平
時
か
ら
結
核
対
策
に
真

面
目
に
取
り
組
み
、
結
核
分
子
疫
学
調

査
や
ウ
イ
ル
ス
分
離
な
ど
の
先
進
的
な
取

り
組
み
に
も
積
極
的
で
す
。
ま
た
、
県
庁・

県
型
保
健
所
・
中
核
市
保
健
所
・
衛
生
研

究
所
が
連
携
で
き
る
体
制
が
構
築
さ
れ
て

い
ま
す
。
保
健
所
も
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
学
会
発
表
や
研
究
な
ど
、
平
時

の
仕
事
＋α
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
健
康
危

機
発
生
時
の
対
処
能
力
向
上
に
つ
な
が
る

と
提
言
し
ま
し
た
。

●
総
合
討
論

総
合
討
論
で
は
、
講
師
と
参
加
者
の
間

で
、
今
後
の
健
康
危
機
管
理
に
お
け
る
庁

内
連
携
の
継
続
性
、コロ
ナ
対
応
で
の
自
治

体
間
の
差
、保
健
所
の
執
務
スペー
ス
不
足
、

リ
ス
ク
コ
ミュニ
ケ
ー
ション
等
の
課
題
に
つい

て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
わ
り
に

増
田
和
貴
理
事
か
ら
来
年
度
の
全
国

保
健
所
長
会
総
会
に
つい
て
情
報
提
供
の

後
、
石
原
美
千
代
副
会
長
か
ら
閉
会
の
ご

あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、
本
研
修
会
は
終

了
し
ま
し
た
。
出
席
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ

ま
、
開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係
者

の
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

全
国
保
健
所
長
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

テ
ム
を
強き

ょ
う

靱じ
ん

で
し
な
や
か
な
も
の
に
し
て
お

く
こ
と
や
、
危
機
発
生
時
の
組
織
体
制
は
、

限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め

集
中
型
が
基
本
と
し
つつ
、
分
散
型
対
応

の
余
地
を
残
し
て
お
く
こ
と
、
都
道
府
県

と
市
型
保
健
所
の
関
係
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で「
冗
長
性
」を
意
識
し
、
予
備
シ
ス

テ
ム
を
多
重
的
に
準
備
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
説
き
ま
し
た
。

●
事
例
紹
介
①「
地
方
自
治
の
観
点
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ア
ウ
ト
ブ
レ

イ
ク
を
振
り
返
る
」

永
井
仁
美
先
生（
大
阪
府
医
務
監
）は

都
市
型
保
健
所
で
の
新
型
コロ
ナ
対
応
の

実
例
を
報
告
し
ま
し
た
。

府
型
保
健
所
９
か
所
と
政
令
市
・
中

核
市
保
健
所
９
か
所
か
ら
な
る
大
阪
府
で

重
要
だった
の
は
、
府
と
市
の
間
で
の
情
報

の
一
元
化
で
し
た
。
麻
疹
集
団
発
生
や
Ｇ

20
サ
ミッ
ト
で
の
経
験
か
ら
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
患
者
情
報
を
共
有
す
る
仕
組
み
が
あ

り
、
飲
食
店
や
学
校
な
ど
保
健
所
を
超

え
た
ク
ラ
ス
タ
ー
の
早
期
発
見
に
役
立
ち

ま
し
た
。
府
全
体
で
の
入
院
調
整
の
一
元

化
も
保
健
所
長
か
ら
の
提
案
も
あ
り
、
早

期
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
業
務
の

ど
こ
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
って
い
る
か
を
、

本
庁
と
保
健
所
で
話
し
合
う
こ
と
が
重

要
だった
と
述
べ
ま
し
た
。

教
授
）は
地
方
行
政
実
務
学
会
内
に
設
置

さ
れ
た
新
型
コロ
ナ
対
応
検
証
研
究
会
で

の
3
年
間
の
調
査
研
究
を
基
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
に
お
け
る
自
治
体
の
対
応
を
行
政
学

の
視
点
か
ら
検
証
し
た
内
容
と
、
今
後
の

危
機
管
理
への
提
言
を
述
べ
ま
し
た
。

感
染
症
対
応
に
お
け
る
国
と
自
治
体

の
役
割
分
担
に
つい
て
は
、
基
本
的
な
方

針
を
国
が
立
て
、
具
体
的
な
対
応
は
都
道

府
県
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
対
応
は

市
町
村
が
行
う
と
い
う「
集
権
と
分
権
の

合
わ
せ
技
」が
重
要
で
あった
と
分
析
し
ま

し
た
。

首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シップ
につい
て
、
知
事

は
主
に
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
医
師
会
と
の

調
整
で
、
市
町
村
長
は
主
に
ワ
ク
チ
ン
接

種
で
力
量
を
発
揮
し
た
と
分
析
し
ま
し

た
。
首
長
が
リ
ー
ダ
ー
シップ
を
発
揮
す
る

た
め
に
は
、
自
身
の
方
針
や
考
え
方
を
組

織
内
に
伝
え
る「
調
整
人
材
」が
重
要
で
あ

令
和
７
年
度

全
国
保
健
所
長
会
研
修
会
報
告

 

山
口
県
宇
部
環
境
保
健
所
長
　
越
智 

裕
昭総合討論

全
国

保
健
所
長
会

だ
よ
り


